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教育課程研修会
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本日の研修の内容
１ はじめに

２ 講 義 「通常の学級に在籍するちょっと気になる
児童生徒への支援の在り方」

 講 師 上原 篤彦 氏（共愛学園前橋国際大学 教授）

３ 協 議 （例）「学校や学級で取り組みたい支援について」
「困り感から考える具体的な支援」
「本校の目指すインクルーシブな学校」 等

４ おわりに



１ はじめに

第４期 群馬県教育振興基本計画

群馬県教育ビジョン
計画期間：２０２４年４月～２０２９年３月

〈最上位目標〉

自分とみんなのウェルビーイングが重
なり合い、高め合う共生社会へ向けて

ーひとりひとりがエージェンシーを発揮し、
自ら学びをつくり、行動し続ける「自律し
た学習者」の育成ー



１ はじめに



１ はじめに

令和８年度全市町村立義務教育諸学校長会議資料（特別支援教育課）より



１ はじめに

本研修会のねらい

群馬県教育ビジョンの重点政策である「多
様性を尊重し、協働する力の育成」の「特別
支援教育の推進」に視点を当てた研修を通
して、個別最適な指導・支援に基づくインク
ルーシブな学校づくりに関する教職員の資
質向上を図る。



２ 講 義

講 義

「通常の学級に在籍する
ちょっと気になる児童生徒への

支援の在り方」

講 師 上原 篤彦 氏

（共愛学園前橋国際大学 教授）



２ 講 義

講師紹介

共愛学園前橋国際大学
国際社会学部幼児教育・保育コース 教授

講 師 上原 篤彦 氏



２ 講 義



３ 協 議

協 議
「個別最適な指導・支援に基づくインクルーシブな学校づくり」

（例）「学校や学級で取り組みたい支援について」
「困り感から考える具体的な支援」
「本校の目指すインクルーシブな学校」 等

※ 学校の実情に応じて、30～45分程度の協議に
取り組んでみましょう



３ 協 議（例① 学校や学級で取り組みたい支援について）

（１）本校・本学級での現状や課題を書き出しましょう。
（２）講義を受けて、学級で取り組むことができそうな
支援をあげてみましょう。

（３）取り入れた支援によって期待される子どもたち
の姿を書き出しましょう。

（４）学校として共通して取り組めるとよいことを話し
合いましょう。

協議の進め方について



３ 協 議（例② 困り感から考える具体的な支援）

（１）本校の学校教育目標を書き出しましょう。
（２）目指す子どもの姿を具体的にあげてみましょう。
（３）現在の課題を書き出しましょう。
（４）講義を受けて取り組めそうな支援を考えましょう。

・すべての子どもたちへの関わり方
・気になる子への支援
・全校で共通して取り組みたいこと 等

協議の進め方について



３ 協 議（例③ 本校の目指すインクルーシブな学校）

（１）講義からの学びを共有しましょう。
（２）自校の現状を書き出しましょう。
（３）ちょっと気になる子の困り感を考えましょう。
（４）具体的な支援について考えましょう。

・一次支援（全員にできる支援）
・二次支援（個別の配慮）
・三次支援・連携（組織的対応・連携機関）

（５）明日からできそうなこと（個人・学校） 等

協議の進め方について



４ おわりに

視聴後アンケートについて

＊各学校代表１名のご回答をお願い
いたします。

回答〆切り：９月１８日（金）

アクセスはこちら

令和８年度 教育課程研修会

二次元コード
（アンケート回答）



４ おわりに

ご清聴ありがとうございました
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